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９
／

三
多
摩
公
聴
会
を
皮
切
り
に
、
毎
週
全
国
各
地
で
公
聴
会
が
開
催
さ

25

れ
る
。
海
外
で
も

／

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
公
聴
会
を
始
め
、
韓
国
・
イ

10

16

ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
公
聴
会
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ク
占
領
を
止
め
る
世
界
の

の
人
々
の
闘
い
と
む
す
び
、

／

、

東
京
公
判
を
成
功
さ
せ
よ
う
。

12

11

12

一
〇
月
一
六
日
九
時
か
ら
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
マ
ニ
ラ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
初
め
て

の
海
外
公
聴
会
が
開
か
れ
ま
す
。
マ
ニ

ラ
で
公
聴
会
を
開
く
目
的
は
三
つ
。

①
ア
ジ
ア
反
戦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と

、

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
を
利
す
る
目
的
で

ア
メ
リ
カ
は
今
世
界
中
の
基
地
を
再
編

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
暫
定
基
地

協
定
を
結
び
、
訓
練
と
言
う
名
目
で
、。

ア
メ
リ
カ
軍
の
駐
留
を
許
し
て
い
ま
す

韓
国･

日
本
で
反
基
地
運
動
が
高
ま
る

中
、
再
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
ア
メ
リ
カ
軍

基
地
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。
米
政
権
、
ア
ロ
ヨ
政
権
の
意
図
を

明
ら
か
に
し
、
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
化
を

阻
止
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
取
り

組
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
か
ら
西
岡
さ
ん
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
非
核
連
合
の
ロ
ー
ラ

ン
ド･

シ
ン
ブ
ラ
ン
さ
ん
、
そ
し
て
韓
国

か
ら
も
代
表
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
パ

ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ブ
レ
ア
の
共
同
正
犯
と
し
て
起
訴

し
ま
す
。

既
に
、
検
事
団
長
の
カ
プ
ロ
ン
さ
ん

が
、
起
訴
状
作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い

ま
す
。
原
案
は
一
〇
月
二
日
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
前
日
の
一
五
日
に
は
公
聴
会

会
場
近
く
の
ケ
ソ
ン
メ
モ
リ
ア
ル
サ
ー

ク
ル
で
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｋ
Ａ
（
親
と

子
で
行
う
地
域
か
ら
の
平
和
運
動
）
が

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
昨
年
は
一
〇
〇
〇

第
七
回
公
聴
会
（
三
多
摩
公
聴
会
）

の
テ
ー
マ
は
「
戦
争
民
営
化
」
で
す
。

現
在
の
イ
ラ
ク
戦
争
・
占
領
を
支
え
て

い
る
民
間
軍
事
会
社
の
存
在
は
フ
ァ
ル

ー
ジ
ャ
虐
殺
の
引
き
金
に
も
な
っ
た
米

9/25 三多摩公聴会

テーマは「戦争民営化」
戦争・占領を支える

民間軍事産業を告発

民
間
人
四
人
の
死
で
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
実
は
こ
の
四
人
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ウ

ォ
ー
タ
ー
社
の
社
員
で
あ
り
、
す
べ
て。

元
米
軍
の
特
殊
部
隊
の
出
身
者
で
し
た

あ
の
占
領
当
局
の
責
任
者
だ
っ
た
ブ
レ

ー
マ
ー
行
政
官
の
周
り
に
銃
を
構
え
て

寄
り
添
っ
て
い
た
ガ
ー
ド
マ
ン
も
軍
人

で
は
な
く
こ
の
会
社
の
社
員
で
し
た
。

ア
ブ
グ
レ
イ
ブ
の
拷
問
ま
で
民
間
軍
事

会
社
の
社
員
が
関
わ
っ
て
い
た
事
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
間
に
か
今
ま
で
軍
が
や
っ
て

い
た
こ
と
が
民
間
会
社
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
る
。
こ
ん
な
状
況
が
今
進
行
し
て

い
ま
す
。
イ
ラ
ク
に
は
一
万
人
を
超
え

る
民
間
軍
事
会
社
の
関
係
者
が
い
る
そ

う
で
す
。
始
め
は
冷
戦
の
崩
壊
を
受
け

て
軍
事
費
を
削
る
た
め
に
始
ま
っ
た
と

言
わ
れ
る
こ
の
外
部
委
託
方
式
“
民
営

化
”
が
実
は
こ
の
下
に
儲
け
の
た
め
に

は
戦
争
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
代
行
す
る

民
間
企
業
を
増
殖
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
民
間
軍
事

企
業
が
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
中
心
的
な
閣

僚
達
と
も
癒
着
し
て
い
ま
す
。
と
い
う

よ
り
一
体
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
表
現

が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
分
野
の
有
名
な
研
究
者
で
あ
る

Ｐ
．
Ｗ
．
シ
ン
ガ
ー(

ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス

研
究
所
）
に
よ
れ
ば

「
戦
争
の
姿
に
地

、

殻
変
動
が
起
き
て
い
る
」
と
い
う
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
私
達
の
民
衆
法
廷
で

は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
現
代
の
戦
争
発

生
さ
せ
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る

“
戦
争
民
営
化

。
そ
の
概
要
を
調
査
し

”

問
題
点
と
犯
罪
性
を
告
発
し
た
い
と
思

い
ま
す
。三

多
摩
公
聴
会
・
有
賀
精
一

一
〇
月
三
日
、
滋
賀
公
聴
会
は
、
小

泉
首
相
の
自
衛
隊
派
兵
と
イ
ラ
ク
Ｏ
Ｄ

Ａ(

政
府
開
発
援
助)

が
、
日
本
企
業
の

利
権
た
め
の
占
領
参
加
で
あ
り
戦
争
犯

10/3 滋賀公聴会

自衛隊派兵と

イラクＯＤＡは戦争犯罪

②
イ
ラ
ク
で
働
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
労
働

者
の
実
態
を
明
ら
か
に

ア
ロ
ヨ
政
権
は
、
米
軍
に
よ
る
イ
ラ、

ク
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
雇
用
を
条
件
に

。

、

イ
ラ
ク
に
派
兵
し
ま
し
た

こ
の
七
月

ア
ン
ヘ
ロ
・
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス
さ
ん
が

人
質
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

ミ
グ
ラ
ン
テ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル、

を
中
心
と
す
る
撤
退
要
求
運
動
が
怒
り

ア
ロ
ヨ
政
権
は
軍
の
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
今
尚
四
二
〇
〇

人
も
の
労
働
者
が
命
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。
世
界
に
散

ら
ば
る
八
〇
〇
万
人
の
労
働
者
は
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
外
貨
を
も
た
ら
す
、
重
要

な
人
的
資
源
な
の
で
す
。
雇
用
対
策
を

持
た
な
い
ア
ロ
ヨ
政
権
の
棄
民
政
策
と

も
言
え
ま
す
。
労
働
者
を
利
用
し
、
イ

ラ
ク
戦
争
に
加
担
し
て
い
る
ア
ロ
ヨ
政

権
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
イ
ラ

ク
で
働
い
て
い
た
労
働
者
の
家
族
が
証

言
し
ま
す
。

③
ア
ロ
ヨ
を
小
泉
同
様
、
ブ
ッ
シ
ュ･

／

マ
ニ
ラ
公
聴
会

10

16
ア
ロ
ヨ
を
共
同
正
犯
で
起
訴
予
定
！

参
加
ツ
ア
ー
申
し
込
み
締
め
切
り
間
近

人
以
上
の
親
子
が

「
子
ど
も
た
ち
に
家

、

を
！
食
べ
物
を
！
教
育
を
！

「
戦
争

」
、

は
い
ら
な
い
、
平
和
を
！
」
な
ど
の
要

求
を
掲
げ
、
ね
り
歩
き
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
実
を
知
る
と
と
も

に
、
ア
ジ
ア
の
反
戦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、
ア
ロ
ヨ
を
含
め
、
ブ
ッ
シ
ュ
、

ブ
レ
ア
、
小
泉
を
糾
弾
す
る
盛
り
だ
く

さ
ん
の
二
泊
三
日
の
ツ
ア
ー
に
、
あ
な

た
も
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
ニ
ラ
公
聴
会

広
報

中
條
千
尋
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罪
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

八
月
に
イ
ラ
ク
を
訪
れ
た
Ｍ
Ｄ
Ｓ
新

聞
社
豊
田
記
者
の
報
告
で
は
、
占
領
軍

撤
退
、
自
由
・
平
等
、
政
教
分
離
の
社

会
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
人
々
の
姿

が
報
告
さ
れ
ま
す
。
宗
教
・
宗
派
の
違

い
を
超
え
多
民
族
が
共
同
で
自
治
組
織

を
つ
く
り
生
活
改
善
を
実
現
し
て
い
る

「
連
帯
地
区
」(

キ
ル
ク
ー
ク)
、
性
的

差
別
や
虐
待
を
受
け
た
女
性
の
た
め
の

シ
ェ
ル
タ
ー
づ
く
り
な
ど
で
す
。
彼
ら

は
、
市
民
を
犠
牲
に
す
る
イ
ス
ラ
ム
政

治
勢
力
に
よ
る
武
装
闘
争
に
も
反
対
し

て
い
ま
す
。
米
軍
と
闘
う
と
称
し
て
住

民
を
追
い
出
そ
う
と
す
る
武
装
勢
力
を

退
去
さ
せ
る
と
同
時
に
米
軍
と
交
渉
し

戦
闘
や
被
害
を
防
ぎ
占
領
軍
を
撤
退
さ

せ
る
取
組
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
大
手
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
な
い
市

民
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
姿
が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
失
業
・
貧
困
を
解
決
せ
ず

虐
殺
を
続
け
る
占
領
軍
に
参
加
し
、
ア

メ
リ
カ
に
次
ぐ
多
額
の
戦
費
支
出
を
行

っ
て
い
る
の
が
日
本
で
す
。
日
本
の
Ｏ

Ｄ
Ａ(

政
府
開
発
援
助)

は
企
業
の
海
外

進
出
を
助
け
る
役
割
だ
け
で
な
く
、
今

や
戦
争
と
外
交
の
道
具
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
支
出
が
戦

争
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
準
備
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
イ
ラ

ク
と
の
関
係
は
深
く
、
一
九
七
〇
か
ら

八
〇
年
代
に
か
け
日
本
企
業
が
イ
ラ
ク

南
部(

自
衛
隊
派
兵
地
サ
マ
ワ
が
あ
る)

に
大
き
な
権
益
を
築
い
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
の
利
益(

「
国

益
」)

の
た
め
に
、
自
衛
隊
派
兵
と
一
体

の
も
の
と
し
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
侵
略
・
占
領

つ
ま
り
人
殺
し
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
問
題
の
第
一
人
者
で
あ
る
鷲
見

一
夫(

東
京
国
際
大
学)

さ
ん
の
講
演
と

あ
わ
せ
、
市
民
証
言
に
よ
っ
て
、
戦
略O

DA

を
徹
底
的
に
批
判
し
、
日
本
の
戦
争

で
は
、
当
初
か
ら
広
島
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

主
要
な
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
国
外
か
ら
の
期
待
も
大
き
い
公
聴

。

、

会
で
す

四
月
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
法
廷

、

五
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
聴
会
を
経
て

こ
の
秋
は
、
ア
ラ
ブ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
等
々
、
世
界
各
地
で
の
公

聴
会
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
春
三

月
二
〇
日
の
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
へ
む
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
聴
会
が

独
自
の
テ
ー
マ
・
切
り
口
で
イ
ラ
ク
戦

争
の
不
当
性
を
断
罪
し
よ
う
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
世
界
的
な
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
広
島
公
聴
会
で
は
イ
ラ
ク

戦
争
に
お
け
る
Ｄ
Ｕ
兵
器
使
用
の
問
題

を
焦
点
化
し
ま
す
。
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
い
ち
早
く
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
世
界
的
な
権
威
で
も
あ
る
カ

ナ
ダ
の
ロ
ザ
リ
ー
・
バ
ー
テ
ル
さ
ん
が

「
戦
争
に
お
け
る
Ｄ
Ｕ
兵
器
使
用
」
の

タ
イ
ト
ル
で
、
ま
た
日
本
か
ら
は
市
川

定
夫
さ
ん
が
「
低
線
量
被
曝
の
人
体
へ

の
影
響

Ｄ
Ｕ
兵
器
の
危
険
性
」
と
題

｜

し
て
証
言
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｏ
・

Ｄ
Ｕ
ヒ
ロ
シ
マ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

イ
ラ
ク
現
地
で
行
っ
た
サ
ン
プ
ル
採
取

調
査
と
そ
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
貴
重

な
証
言
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

公
聴
会
テ
ー
マ
の
も
う
一
つ
の
柱
で

あ
る
イ
ラ
ク
戦
争
・
占
領
の
違
法
性
・

犯
罪
性
に
関
し
て
は
、
国
際
法
学
者
の

家
正
治
さ
ん
、
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
差

止
訴
訟
の
会
の
池
住
義
憲
さ
ん
、
ア
ジ

ア
プ
レ
ス
綿
井
健
陽
さ
ん
、
そ
し
て
イ

ラ
ク
市
民
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
か
ら
の
証
言

が
な
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
二
日
間
と
も
会
場
満
杯
の

参
加
者
で
広
島
公
聴
会
を
成
功
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
賛
同
、
カ
ン
パ
を
含

め
、
全
国
か
ら
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｉ
広
島
公
聴
会
実
行
委
員
会

日
南
田
成
志

当面する公聴会等の予定

９／２３ 全国実行委員会
■９月２３日（祝）１８：００

■なかのＺＥＲＯホール西館学習室Ａ

９／２５ 三多摩公聴会
■９月２５日(土）１０時開場 10:30～16:00

■立川市民会館(アミュー立川） 小ホール

■連絡先：070-6665-7094 有賀

１０／３ 滋賀公聴会
■１０月３日(日) 13:30～17:30

■明日都（あすと）浜大津４階ホール

■連絡先：090-7879-3545 山上

１０／１０,１１ ＷＴＩ広島公聴会
■１日目 １０月１０日（日）14:00～17:30

広島ＹＭＣＡ会館国際文化ホール

■２日目 １０月１１日（月・祝）10:30～17:00

広島市西区民文化センターホール

■連絡先： 090-8602-4232 日南田

■主催：イラク世界民衆法廷広島公聴会実行委員会

協賛：イラク国際戦犯民衆法廷

１０／１６ フィリピン・マニラ公聴会
■１０月１６日（土）フィリピン・マニラ市内

■現在公聴会参加者を募集しています。ご希望の方は

至急ご連絡を。

email : masa_chu@hotmail.com

■Ａ日程は10月15日～17日

■Ｂ日程は10月15日～18日

（注）締め切りはすぎていますが、空席があれば。

（ ）、■主催：ＭＡＰＡＬＡＤ ＫＡ 親と子の平和運動

ＰＤＳＡＰ（アジア太平洋地域における平和

と非武装、フィリピン委員会 、ＩＣＴＩの）

共催

10月30日（土）千葉公聴会

11月3日（祝）ユース公聴会（一橋大学）

11月14日（日）大阪・南部公聴会（堺）

11月21日（日）九州公聴会in福岡

11月21日（日）大阪・北部公聴会（枚方）

＜第3回･第4回公判－結審＞

月 日～１ 日、東京公判（教育会館）12 11 2

シ
ス
テ
ム
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
公
聴
会

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

滋
賀
公
聴
会
実
行
委
員
会

／

〜

Ｗ
Ｔ
Ｉ
広
島
公
聴
会

10

10

11

Ｄ
Ｕ
兵
器
使
用
問
題
を
焦
点
化

イ
ラ
ク
市
民
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
証
言
も

Ｗ
Ｔ
Ｉ
広
島
公
聴
会
ま
で
あ
と
ひ
と

月
を
切
り
、
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
証。

言
者
が
よ
う
や
く
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し
た

実
行
委
で
は
二
日
日
程
の
会
場
を
満
杯

に
す
べ
く
、
最
後
の
追
い
込
み
に
入
っ

て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｉ
（
イ
ラ
ク
世
界
民
衆
法
廷
）


